
　小野木好三は天
てんぽう

保５年（1834）11 月、奥川小
こや ま

山に二人兄弟の兄として生まれました。こ
の時期は大雨と冷害で、収穫は例年の 3割程度という大凶作が 8年も続き「天保の大飢

きき ん

饉」
と呼ばれ、多くの餓死者が発生した頃です。冷害被害の中心は東北地方でありました。こう
した時代、好三は 10 歳頃から吉田組郷

ごうがしら

頭宮城家の学塾に入り、書や読書を学び、祖父か
らは算術を学ぶ好学少年であったといいます。14 歳の頃、母が病

やまい

となり生業に戻りますが、
その母も 38 歳の若さで他界しています。この後の安政 3年 (1856)、好三が 22 歳の時、3
年ほど農具製作鍛

たんこう

工を学び自宅に鍛
か じ

冶工場を開きますが、加工機器盗難の不運に遭遇してい
ます。時代は江戸時代から明治の時代へと大きく変わろうとしている時でした。
　そのような中でも三春町から講師を招き養蚕を普及させ、果樹栽培の方法を学び、新たな
西洋型木

き じ び き

地挽機器の発明、西洋型馬耕機器のプラオやハローの製造など農具の改善などに取
り組んでいます。特に馬耕機器は県の推奨品としての扱いを受け普及をみせたといわれてい
ます。
　明治 14 年 (1881)、県農事会開設のため召集をうけ、安積農学校（開成山農学校）では「土
質による肥糞の適否や製造法」などを学び、翌年には東京において「稲作の改良法」や「農
具に関する理学」などを学んでいます。そうした中で「その事業起
こるところに身を置かなければ正当な解決はできない」ことを伝授
されます。これは好三の生き方に適

かな

うものでもあったと思われます。
　明治 25 年 (1892)、青森県上北郡稲作改良巡回教師に招

しょうへい

聘され、
同 28 年 (1895) には青森県庁職員として未開地の開拓・農桑事業に
尽力しています。退職後は八戸地方に「小野木村」の建設を志し移
住開拓に努めますが、不慮の災変により土地を渋沢栄一に売却して
撤退となりました。
　農学研究と新しい農法の指導や普及に徹した啓

けいもうか

蒙家の生涯は、明
治 42 年（1909）2 月、行年 75 歳をもって閉じられました。
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生涯を農業改良に奮闘した「小野木好
よしぞう

三」
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先
日
、
農
業
公
社
で
メ
ロ
ン
の
収
穫

作
業
を
す
る
と
連
絡
を
い
た
だ
き
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

最
初
は
、
土
の
上
に
メ
ロ
ン
が
沢
山

転
が
っ
て
い
る
畑
を
想
像
し
て
い
ま
し

た
が
、
な
ん
と
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ゴ
ー
ヤ

み
た
い
に
ツ
ル
を
上
ま
で
伸
ば
し
て
栽

培
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
メ
ロ

ン
の
栽
培
方
法
に
ビ
ッ
ク
リ
！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
は
、

約
３
ヶ
月
、
大
切
に
育
て
た
メ
ロ
ン
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
収
穫
し
て
い
ま

し
た
。

　

来
年
も
メ
ロ
ン
栽
培
を
予
定
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
ね
♪　
　
　
　

（
三
留
）

小野木好三   翁

  

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
一
般
社
団
法
人　

百ひ
ゃ
く
し
ょ
う

松
に
よ
る
稲
刈
り
作
業
か
ら
。

　

撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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